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はじめに 

※ SkyVisualEditorの製品概要については以下をご覧ください。 
 （http://info.skyvisualeditor.com/） 

※ 過去のオンラインセミナーの資料は以下よりご覧ください。 
 （http://www.terrasky.co.jp/document/skyvisualeditor/） 

  本セミナーの目的 
 

SkyVisualEditorの機能および設定方法の紹介を目的としています。 
 

    本日のセミナーのご対象者 
 

・ Salesforceで見積画面を作成したいとご検討中のご担当者様 
・ SkyVisualEditorの「Salesforceレイアウト」の設定にお困りのご担当者様 

 

 本セミナーのゴール 
 

SkyVisualEditorの「Salesforceレイアウト」を使い、画面の作成方法を理解する。 

http://info.skyvisualeditor.com/
http://www.terrasky.co.jp/document/skyvisualeditor/
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SkyVisualEditorのコンテンツについて 

SkyVisualEditorの設定ガイドやTipsなどのコンテンツをWebで公開しています。 
是非、ご活用ください。 
（http://info.skyvisualeditor.com/developer/beginner/） 

http://info.skyvisualeditor.com/developer/beginner/
http://info.skyvisualeditor.com/developer/beginner/
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本日のアジェンダ 

 1. 本日の完成イメージ 
 
 
 

 2. 見積作成画面の作成方法 
 
 
 

 3. 作成した画面をつかってみよう 

※ 本セミナーの詳細な内容は以下操作マニュアルをご覧ください。 
 （https://www.skyvisualeditor.com/help/skyvisualeditor_help.pdf） 

※ 当資料のロゴや設定画面はSalesforceのバージョンアップによって変更する可能性がございます。 

https://www.skyvisualeditor.com/help/skyvisualeditor_help.pdf
https://www.skyvisualeditor.com/help/skyvisualeditor_help.pdf
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本日の完成イメージ 

 POINT① 

 列を3列、4列…と自由に追加できます 

 POINT② 

 画面内にタブエリアを 
 配置し、縦スクロールを 
 抑えた画面をつくれます 

 POINT③ 

 見積ヘッダ情報と、見積明細情報を 
 一括で入力できます 
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本日の作成する画面のオブジェクト構成 

取引先 

商談 販売見積 

見積明細 商品マスタ 

主 

従 

主 

従 

主 従 

参照 

：標準オブジェクト 

：カスタムオブジェクト 

【凡例】 

 今回の画面で取り扱う 
 対象オブジェクト 
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Salesforce標準画面の場合 

…
 

 カスタムオブジェクトの標準機能のみで 
 見積画面を作成する場合、 
 ・見積ヘッダを入力し保存 
 ・明細を1レコードずる入力し保存 
 と、見積を1つ作成するにもステップが 
 多くなってしまいます 
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Salesforceレイアウトとは 

Salesforceレイアウトとは、Salesforceの標準画面に似たデザイン上に、Salesforceの標準では 
設定できないパーツや機能を自由に画面に配置できるレイアウトです。 
縦スクロールをなるべく抑えたい、子階層のオブジェクトのデータを一括で編集したい場合に 
非常に便利なレイアウトです。 
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本日の紹介内容 

 1. オブジェクトの選択 

 2. 項目・コンポーネントの配置 

 3. 項目・コンポーネントの詳細設定 

以下は、SkyVisualEditorでSalesforceレイアウト画面を作成する際の流れです。 
本日は以下手順に沿って、Salesforceレイアウトを使った見積作成画面の作成方法をご紹介します。 

 4. 作成した画面のデプロイ 

 5. デプロイ後のSalesforce側の設定 
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1. オブジェクト（テーブル）の選択 

SkyVisualEditorスタジオへのログイン後、メニューエリアの[ファイル]-[新規]をクリックし、 
レイアウトマネージャより、[Salesforceレイアウト]を選択します。 
レイアウトを作成したいオブジェクトを選び、必要に応じてVisualforceページ名を設定し、
[OK]をクリックします。今回は、[販売見積]というカスタムオブジェクトを選びます。 

※ SkyVisualEditorスタジオへのログイン方法は、以下をご覧ください。 
（http://www.terrasky.co.jp/document/download/skyvisualeditor-web1.php） 

http://www.terrasky.co.jp/document/download/skyvisualeditor-web1.php
http://www.terrasky.co.jp/document/download/skyvisualeditor-web1.php
http://www.terrasky.co.jp/document/download/skyvisualeditor-web1.php
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[参考] 今回使用するコンポーネントについて 

オブジェクトを選択しますと、画面をデザインするキャンバスが表示されます。 
表示された画面の左側に、[オブジェクト]と[コンポーネント]というタブがあります。 
今回、コンポーネントとして使用するレイアウトの機能を以下でご紹介します。 

No. レイアウト名 名前 説明 

1 
セクション 
ヘッダー 

Salesforceの標準ページレイアウトで使用されている 
画面タイトルを表示できます。 

2 ページブロック 
Salesforceの標準ページレイアウトで使用されている 
ページの外枠を定義する機能です。 

3 
ページブロック
セクション 

Salesforceの標準ページレイアウトで使用されている 
セクション機能です。項目を配置する際に利用します。 

4 タブ 
タブによる表示項目の切り替えができる機能です。 
なるべくスクロースをしたくない場合に利用します。 

5 データテーブル 
明細形式で項目を配置できる機能です。 
子オブジェクトの入力/編集時に便利な機能です。 

6 関連リスト 
Salesforceの標準ページレイアウトで使用されている 
関連リストを配置できる機能です。 

7 
Chatter 
フィード 

Salesforceの標準ページレイアウトで使用されている 
Chatterフィードを表示する機能です。 

▼ コンポーネントペイン 
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2. 項目・コンポーネントの配置 

画面左部の①のエリアに、選択したオブジェクトの項目一覧が表示されてますので、ドラッグ＆ 
ドロップによる操作で、項目を配置します。 
②のエリアの[入力][表示][ラベル]を切り替えることで、入力フィールド、参照フィールド、 
項目ラベルをそれぞれ配置できます。 

② 

① 
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[参考] Salesforce標準ページレイアウトの取得 

SkyVisualEditorでは、レイアウトを選択し、一から画面を作成するだけでなく、 
Salesforceの標準ページレイアウトを取得することが可能です。 
メニューエリアの[ファイル]-[ページレイアウト取得]をクリックすると、ダイアログが表示 
されますので、該当のレコードタイプを選択し、ページを読み込むことができます。 
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[参考] Salesforce標準ページレイアウトの取得 

Salesforceで設定している標準のページレイアウトを読み込むことができました。 
Salesforceの標準ページレイアウトを取得した場合、画面右のページ名がデフォルトの 
ページ名になりますので、適宜ご変更ください。 

 ページ名がデフォルトの 
 ページ名に変わります 
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2. 項目・コンポーネントの配置（列の追加） 

 セクション 

ページを取得できましたので、いよいよ画面のカスタマイズをしていきます。 
セクションをクリックしますと[列追加][列削除]というポップアップが表示されますので、[列追加]を 
クリックし、追加された列に項目をドラッグ＆ドロップし、レイアウトを整えます。 
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2. 項目・コンポーネントの配置（セクションヘッダーの配置） 

次に、セクションヘッダーを配置します。 
画面左側のコンポーネントペインより、セクションヘッダーのアイコンをドラッグ＆ドロップにより 
キャンバス上に配置します。 
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2. 項目・コンポーネントの配置（タブの配置） 

次に、画面にタブを配置します。 
画面左側のコンポーネントペインより、タブのアイコンをドラッグ＆ドロップによりキャンバス上に 
配置します。 
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2. 項目・コンポーネントの配置（ページブロックの配置） 

配置したタブの中にページブロックを配置します。 
ページブロックを配置することで、その中にページブロックセクションを配置できるようになります。 
画面左側のコンポーネントペインより、ページブロックのアイコンをドラッグ＆ドロップにより 
キャンバス上に配置します。 
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2. 項目・コンポーネントの配置（ページブロックセクションの配置） 

先ほど配置したタブ内のページブロックの中にページブロックセクションを配置します。 
今回は見積情報をまとめたページブロックセクションを選択し、ドラッグ＆ドロップの操作で 
配置したいタブ内のページブロック内に選択したページブロックセクションを配置します。 
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2. 項目・コンポーネントの配置（データテーブルの配置） 

次に、タブコンポーネントのtab2のタブをクリックしてタブを切り替えます。 
P.22で設定したページブロックをtab2の中に配置し、その中にデータテーブルを配置します。 
データテーブルを配置すると、右下のテーブル設定のダイアログが表示されますので、表示させたい 
オブジェクトを選択し、その他プロパティを選択し、[OK]をクリックします。 
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2. 項目・コンポーネントの配置（データテーブルの配置） 

③ 

① 

④ 

② 

⑤ 

配置したデータテーブルに項目を配置します。 
まず画面左側の①[オブジェクト]タブを選択し、②の[配置項目種別]を入力項目/表示項目を選びます。 
次に、③の[オブジェクト]セクションより[関連オブジェクト]のタブを選択し、④のプルダウン項目から対象の 
オブジェクトを選択します。最後に⑤の項目一覧より、データテーブルのヘッダへ項目をドラッグ＆ドロップします。 
これで、親子階層のレコードを同時に編集する画面ができます。 
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 1. オブジェクトの選択 

 2. 項目・コンポーネントの配置 

 3. 項目・コンポーネントの詳細設定 
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※ 項目・コンポーネントの詳細設定は、以下の資料もご参考にしてください。 
（http://www.terrasky.co.jp/document/download/skyvisualeditor-3.php） 

http://www.terrasky.co.jp/document/download/skyvisualeditor-3.php
http://www.terrasky.co.jp/document/download/skyvisualeditor-3.php
http://www.terrasky.co.jp/document/download/skyvisualeditor-3.php
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3. 項目・コンポーネントの詳細設定（タブの設定） 

① 

② 
③ 

配置したタブの色を選択できます。 
画面に配置したタブのコンポーネントを選択しますと、画面右側にタブのプロパティが表示されます。 
その中の[テーマ]より、色をBlue、Green、Gray、Orangeを選択できます。 
また、カスタムを選択すると、選択されたタブとそれ以外のタブの色を分けて設定できます。 
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3. 項目・コンポーネントの詳細設定（マスク設定） 

SkyVisualEditorでは、[保存]や[削除]ボタンや、データテーブルの[行追加]などの各ボタンを 
クリックした際に、各入力項目の入力や他のボタンのクリックができないようになります。 
マスクをする範囲は、[入力欄・ボタン]もしくは[ページ全体]から選択できます。 
設定は、画面右側の[ページ]タブ内の[マスク設定]のセクションにフラグを立てるだけで完了です。 

① 

② 
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3. 項目・コンポーネントの詳細設定（計算式） 

Salesforce標準の数式項目は、データを保存する際に計算処理が行われますが、SkyVisualEditorが 
提供する[計算式]の機能は、入力項目に値を入力し、カーソルアウトした時点で計算が処理されます。 
今回のテーマの見積作成のように複数のデータを編集しながら合計金額などを把握したい際に便利です。 
設定方法は、画面右側の[ページ]タブ内の[計算式]のセクションより、[計算式の有効化]チェックボックスを 
ONにし、[計算式の編集]ボタンをクリックします。 
計算式エディタのダイアログが表示されますので、四則演算や合計計算の処理を設定します。 

※ 詳細な設定方法に関しては、操作マニュアルをご覧ください。 

https://www.skyvisualeditor.com/help/skyvisualeditor_help.pdf
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3. 項目・コンポーネントの詳細設定（ルックアップ取得） 

Salesforceの標準のルックアップ項目（虫眼鏡の項目）は、参照先のオブジェクトからデータを取得 
する際、参照先のID（Name）項目のみを取得します。 
SkyVisualEditorでは、ID項目だけでなく参照先オブジェクトの他の項目値を同時に取得できるので、 
例えば、商品コードを取得した際に、それに紐づくリスト価格や商品名を同時に画面に表示できます。 
設定方法は、ルックアップ取得の設定をしたい項目を選択し、画面右側の[コンポーネント]内の 
[ルックアップ取得]より、[ルックアップ]の設定ボタンをクリックします。 

① 

② 
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3. 項目・コンポーネントの詳細設定（ルックアップ取得） 

ルックアップの設定ボタンをクリックすると、[ルックアップ設定]のダイアログが表示されますので、 
画面左側の参照先オブジェクトの項目から、画面右側の参照元の該当する項目へ 
ドラッグ＆ドロップによるマッピングし、[OK]ボタンをクリックすれば設定は完了です。 
なお、実際の運用時には、誤ってデータを処理させることを防ぐために、P.30で紹介した 
[ルックアップ取得]内の[読取専用]チェックボックスをONにしておくことを推奨します。 

参照先 
オブジェクト 
の項目 

画面に表示 
している項目 
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3. 項目・コンポーネントの詳細設定（Chatterフィード） 

P.31までで、入力/編集画面ができれば、[メニュー]エリアの[ファイル]-[保存]よりページを保存します。 
（Excelなどと同様、こまめに保存をすることを推奨します） 
入力/編集画面を保存した後、[メニュー]エリアの[ツール]-[参照画面作成]より参照画面を作成し、 
画面左側の[コンポーネント]タブより、Chatterフィードや関連リストを配置します。 
Chatterフィードは配置後、右側のプロパティにてフィードの高さを指定できます。 
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4. 作成した画面のデプロイ 

メニューエリアの[ファイル」より、[デプロイ]をクリックします。 
Sandbox環境やDeveloper Editionに画面を生成する場合は[テスト環境]を、 
本番環境へ直接デプロイする場合は、[本番環境]を選択し、[デプロイ]をクリックします。 
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4. 作成した画面のデプロイ 

デプロイが完了しますと、[ページを開く]というリンクが表示されますので、クリックします。 
Studioでデザインした画面を、Salesforceで確認できます。 
以上で、画面のデザインは完了です。 
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※ Salesforceでの画面遷移の設定方法については、以下リンクのp.16～p.28もご確認ください。 
（http://www.terrasky.co.jp/document/download/skyvisualeditor-vol4.php） 

http://www.terrasky.co.jp/document/download/skyvisualeditor-vol4.php
http://www.terrasky.co.jp/document/download/skyvisualeditor-vol4.php
http://www.terrasky.co.jp/document/download/skyvisualeditor-vol4.php
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6. デプロイ後のSalesforceの設定 
 （Visualforceページアクセス/Apexクラスの有効化） 

SkyVisualEditorで作成したページは、Salesforceで画面を利用するプロファイル毎にVisualforce
ページ/Apexクラスのアクセスを有効化する必要があります。 
Salesforceのユーザメニューより、[設定]-[管理者設定]-[ユーザの管理]-[プロファイル]を選択し、 
作成したページを有効化したいプロファイルをクリックします。 
プロファイルページの「有効なVisualforceページ」 、「有効なApexクラス」の[編集]より、有効化したい
ページとクラスを選択し、[保存]します。 
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6. デプロイ後のSalesforceの設定（標準ボタンの上書き） 

作成したページを[申請]オブジェクトの[新規]ボタンをクリックした際に表示されるように設定します。 
Salesforceのユーザメニューより、[設定]-[アプリケーションの設定]-[作成]-[オブジェクト]-[申請]-[ボタン、
リンク、およびアクション]を選択し、ボタン一覧の「新規」のアクション項目の[編集」をクリックします。 
遷移先の画面の[上書き手段]より、「Visualforceページ」を選択し、該当のページを選択して[保存]を 
クリックします。設定はこれで完了です。Salesforceの[申請]タブより[新規]ボタンをクリックした際に、設定 
したページが実際に表示されるかをご確認ください。 
同様に、[参照]ボタンには作成した参照画面の[Visualforceページ]を設定します。 
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作成した画面にデータを入力しよう 

ルックアップ項目を取得時に関連するマスタの項目を同時に取得します。   

計算式を設定している個所は 
ダイナミックに計算されます。 
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参照画面 

Salesforce標準の承認機能を使うことができます。 

Chatterフィードを表示されます。 
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[参考] クラウド型ERPソリューション「GLOVIA OM」について 

※ 詳細については以下をご覧ください。 
（http://www.terrasky.co.jp/clouderp/gloviaom.php） 

GLOVIA OMは、Salesforce CRM（顧客・商談管理）に、販売・在庫・購買・生産・フィールド
サービスなどの基幹系業務機能を拡張するアプリケーションです。 
今回のテーマである、見積機能はもちろん、営業業務全般の統合的な管理に優れたサービスです。 
もちろん、GLOVIA OMとSkyVisualEditorを組み合わせてご利用いただけます。 

http://www.terrasky.co.jp/clouderp/gloviaom.php
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お役立ち情報 
 
・セミナー/イベント情報 
・サポート窓口 
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セミナー・イベント情報 

 SkyVisualEditorの事例や製品について知る 
 

• 10月22日（水） 16:00-17:00 「SkyVisualEditor定例セミナー」  
http://www.terrasky.co.jp/event/2014/1022-001.php 

 

 SkyVisualEditorを体験する、学習する 
 

• 10月10日（金） 15:00-17:00 「SkyVisualEditor体験セミナー」 
http://www.terrasky.co.jp/event/2014/1010-001.php 

実際にSkyVisualEditorを操作しながら、画面開発を体験できるセミナーです。 

 

• SkyVisualEditor標準トレーニング 
SkyVisualEditorの基本的な機能を網羅したプライベート研修です。 

こちらを受講いただければ、SkyVisualEditorの基礎を十分にご理解いただけます。 
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サポート窓口 

 SkyVisualEditorの機能/設定に関するお問合せ 
 

SkyVisualEditorのご契約者様は、以下の専用問合せページよりお問合せいただけます。 
SkyVisualEditorの標準の機能/設定に関するお問合せは無償です。 
また、別途、有償サポートのプランも用意しております。詳しくは以下問合せE-Mailより 
お問合せください。 

契約者様専用問合せページ：https://terrasky.secure.force.com/ProductSupport 

 

 SkyVisualEditorのご導入に関するお問合せ 
 

SkyVisualEditorに関するお問合せは以下お問合せフォームおよびメールアドレス、 
お電話番号にて受け付けています。お気軽にお問合せください。 
 

問合せフォーム：https://www.terrasky.co.jp/contact/support/index.php 

問合せE-Mail：product.sales@terrasky.co.jp 

問合せTEL  ：03-5255-3411 
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次回以降のオンラインセミナーについて 

 第6回 基本編 「使いやすいルックアップ検索画面を作成しよう」 
 

10月21日（火） 15:30-16:00 
http://www.terrasky.co.jp/event/2014/1021-001.php 
 
第6回は、第5回で作成した見積作成の画面から商品マスタを検索し、複数の商品 
を一括で登録する手順をご紹介します。Salesforce標準のルックアップ検索画面を 
SkyVisualEditorによって、使いやすい検索画面を作成します。 

 

 第7回 基本編 「Force.com Sitesに資料請求フォームを作成しよう」 
 

11月開催予定。 
 
第7回は、外部ウェブサイトなどに公開する際に利用するForce.com Sites上に、 
SkyVisualEditorで資料請求フォームを作成する手順をご紹介します。 
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